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＜タンパク質迅速発現 × 高機能化因子 = 高性能細胞開発＞

独自のタンパク質発現技術を用いて、生物活性や安定性などの分子特性に優れた抗体の選定が可能である。また医薬
品開発用の組換えタンパク質を低コストで生産することが出来る。選定した抗体遺伝子を動物細胞に導入する際、予め高
機能化因子を搭載したプラットフォーム細胞を用いることで、高性能細胞を開発することが出来る。

【お問合せ先】 徳島大学 研究支援・産官学連携センター 088-656-7592 rac-info@tokushima-u.ac.jp
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論文

バイオ医薬品開発を加速化するプラットフォーム技術

＜抗体などのタンパク質医薬品は生産コストが原因で薬価が高い＞

モノクローナル抗体などのバイオ医薬品は、低分子薬よりも安全性が高く副作用が少ない、薬効が高いといった利点があ
る。複雑な分子構造をもつため、化学合成（ケミカルプロセス）ではなく動物細胞などを使用したバイオプロセスで開発・製
造している。しかし生産コストが非常に高いため、結果として薬価が高くなることが問題点である。

＜生産コストを下げるために統合的なプラットフォーム技術の強化が必要＞

多くの患者様に抗体医薬品を使用して頂くには開発・生産コストを下げる必要があり、開発・生産に関わるプラットフォー
ム技術の効率化や高機能化が必要である。 私達の研究チームは、抗体やタンパク質医薬品の開発・製造適合性を評価す
る迅速な発現技術、タンパク質生産を強化する遺伝子（高機能化因子）を備えた細胞開発、バイオプロセス開発などの一
連のプラットフォーム技術開発を進めており、独自性の高い技術で構成されている。
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